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〈研究論文〉
在日外国人留学生の社交性と交友ネットワーク
一一大阪大学・京都大学の外国人留学生を対象とした
アンケー ト調査から一―
貫田優子 ウ リガ
はじめに
学生生活の中で、友達付き合いがもつ意味合いは大きい。友達付き合いは、学
生生活への適応を促す働きをするばかりでなく、さまざまな社会的スキルを習得
する機会をもたらし、人間形成の一助ともなっている。学生時代の友人関係は卒
業後にも及び、とりわけ学内で形成した友人とは同窓生としての緩やかな帰属意
識で長きにわたって結ばれることもある。こういった事柄が外国人留学生として
の学生生活にも同様に当てはまることは改めて言うまでもない。
日本の大学で学ぶ外国人留学生は、一体どのような友人関係を形成しながら日
頃の学生生活を送っているのだろうか。
外国人留学生の友人関係に関してはすでに多くの研究の蓄積をみており、その
中でも留学生と日本人の関係は最も早い段階から議論の対象となってきた。ホス
トである日本人との間に良好な関係性が築かれるか否かが、留学生が日本の文化
や社会に適応する上で重要な鍵を握ると前提されてきたためである。しかしなが
ら、岩男・萩原 (1988)が行った先駆的な調査研究をはじめとして留学生と日本
人の人間関係形成が円滑に進まないことを指摘するものが大半を占めており、そ
の原因の解明を試みた研究も少なくない。留学生と日本人との間で、コミュニケー
シ
‐
ョン様式や相互の行動の認知様式および親密化のプロセスに相違が見られるこ
とに関心を注ぎ、両者の交流が阻害される原因をそこに見出そうとするミクロな
心理学的アプローチがその中心にあった 1)。
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一方で、留学生の日本社会への適応を支える働きをするのが日本人ばかりでは
ないことに着目し、日本在住の同国出身者やその他の外国出身者との交友関係を
視野に入れた研究もある。それらはいずれもボクナーら (Bochnct McLcod and
Lin 1977)の提唱する「機能モデル (inClonal modcl)」の強い影響下にある。「機
能モデル」とは、留学生の形成する交友関係を友人の出身地によって3つに分類
し、それぞれが異なる機能をもつとみなすものである。ボクナーらによれば、留
学生に対してホス ト国の友人は主に学業面でのサポー ト役割を担っており、同
国2)出身の友人は文化的アイデンティティの確認・維持を助けて精神的安定をも
たらす働きをし、そしてその他の外国出身の友人は一緒に遊ぶなどの娯楽的機能
を果たす傾向をもつのだという。機能モデルは、もともとアメリカやイギリスの
大学で学ぶ留学生を対象とする調査結果から導き出されたものであるいが、在日
外国人留学生においても、友人の出身地による機能分化がある程度見られること
が明らかにされ、機能モデルを当てはめることの妥当性が確認されてきた (横田・
田中 1992、高井 1994、田中2000)。
本稿もまた機能モデルにならい、友人を出身地に基づいて3分類する方法を分
析の基礎に据えるものであるが、留学生の交友ネットワークについて、これまで
の研究が十分に検証してこなかった次のような事柄に焦点を当てたい。
まず 1つは、友人の出身地の構成や、各出身地カテゴリー に属する友人への比
重の置かれ方には、どのような類型がありうるのだろうか、という点である。
先行研究の中には、留学生全体を 1つの集団として捉え、交友ネットワークに
ついてもあくまで留学生の全体的傾向を示すことに専心するものが多い。たとえ
ばこの領域の研究に先鞭をつけた横田・田中 (1992)では、機能モデルの提示す
る3機能を担っている友人を回答者にそれぞれ3人ずつ挙げさせ、各々の友人の
出身地を調査しているのだが、集計する際には全回答者が挙げた友人数を合算し、
延べ人数の中の出身地比率を算出する方法を採っている。田中 (2000)も同様で、
回答者全員が挙げた親しい友人 (回答者 1人につき最大 10人まで)の延べ人数
を分母とし、各出身地カテゴリー に属する友人の延べ人数を分子として計算して
いる。
しかし個々の留学生の生活実態に視線を向けると、当然のことながら留学生全
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体の平均的傾向に近似した交友ネットワークの中に生きる者もいれば、それとは
異質な交友ネットワークを形成している者もいる。本稿ではそういった留学生の
個々の交友ネットワークの構成のされ方に見られる差異に注目し、一定の類型化
を試みたいのである。
そして2つ目の関心は、そういった差異を生み出す要因を間うことにある。従
来の研究では、留学生の交友ネットワークの個別性や多様性に関心が注がれてこ
なかったため、交友ネットワークの構成のされ方が他の変数から受ける作用につ
いても不間に付されてきた。
中でも、友人との付き合いに対して抱く期待や価値観といった主観的な要因を
説明変数として加えることは重要である。なぜなら、これらはそれぞれの留学生
が形作る友人関係に多大な影響を及ぼしているはずであるし、また、こうした主
観的要因を抜きにしては友人関係の実態を正確に解釈することも困難だからであ
る。たとえば友人の数や出身地の多様性が乏しいという事象 1つをとっても、そ
れが当人の意思通りのものなのか、意思に反したものであるのかによって、持つ
意味は全 く異なってくるであろう。しかし、従来の研究では、「友人関係を単に
接触や活動の共有と同義に捉え」てきたきらいがあり、友達付き合いへの主観的
な姿勢に関わる変数と関連づけた分析は行われてこなかったのである (工藤
2003)。
そこで本稿では、留学生が日頃の生活の中で友達付き合いそのものに対して力
点を置 く度合いに着目したい。友達付き合いに対してより積極的な留学生とさほ
ど積極的ではない留学生との間で交友ネットワークの構成のされ方に異なった様
相が見られるのではないかという仮説を立て、これを検証する。
以下ではまず、留学生たちの友達付き合いへの取 り組み方のull況を他の活動へ
の取 り組みとの比較から明らかにする。続いて、留学生たちを友達付き合いに対
する熱心さに基づいて2分割し、友達付き合いに特に熱′いな層と、さほど熱心で
はない層との間で、①友達付き合いや異文化交流に関する価値観、②友人の国籍
構成、③言語使用状況、④3つの国籍カテゴリー (同国出身者/日本人/他国出
身者)に属する友人との交流の質、についての比較分析を行う。
分析に用いるのは、20H年の7月から8月にかけて、大阪大学および京都大
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表1 回答者の基本的属性
所属大学
%
大阪大学 705
京都大学 295
合計     1000
N 254
身分
%
学部生   127
大学院生  282
研究生   238
短期留学生 262
その他   91
イ)言+       1000
N 252
性別
%
男性 420
女性 580
合計 1000
N
出身地域
%
アジア   669
Jヒ米
中南米   48
ョー ロッパ  199
オセアニア  16
中東
アフ リカ   16
合計   1000
N
学で実施したアンケー ト調査データである。大阪大学日本語日本文化教育セン
ター、大阪大学国際教育交流センター、および京都大学国際交流センターが提供
する外国人留学生向けの授業に出席している留学生を主な対象者とした。各機関
および各授業担当者の許可を得られた範囲内で、授業での配布回収や授業の休憩
時間などを利用した個別の配布回収を行った他、京都大学国際交流センターでは、
センター内の廊下の一角に調査票と回収箱を設置する方法もとり入れた。調査票
は日本語版と英語版 (英語のネイティブスピーカー3名に英語表現のチェックを
依頼した)の2種を作成し、回答者が任意で選択できる方式を採用した。有効回
答数は、日本語版が 173、英語版が81である。
回答者の基本的属性 (大学、身分、性別、出身地域)の分布は表 1のとおりで
ある。
1.留学生活の中の友達付き合い
アンケー トでは、各回答者に対して、日頃の学生生活の過ごし方を尋ねている。
①勉強。研究、②日本語の学習、③日本文化に触れること、④趣味・娯楽的活動
(遊び)、 ⑤スポーツ、⑥就職のための活動、⑦アルバイト、③教師との交流、⑨
友達との付き合い、⑩恋愛・恋人との関係、①家族との関係、のH項目について、
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■とても力を入れている  難少し力を入れている
図1 さまざまな活動への取り組み方
それぞれどの程度力を入れているのかを質問した。まずはその結果を示そう(図1)。
「とても力を入れているJと回答した人が最も多いのは、勉強・研究であり、
644%を占める。そして2番目に多いのは日本語の学習 (470%)である。坪井
(1991)が行った留学生調査においても、留学生の関心事の第 1位を「学業・研究」
(722%)が占めており、本調査結果はこれと一致する°。
友達付き合いに「とても力を入れている」留学生の割合は勉強・研究や日本語
の学習に次いで多い (410%)。「少し力を入れている」と回答した人も含めれば、
友達付き合いに力を入れている人は実に89.6%にも及ぶ。留学生活の中で、友
達付き合いが重要な位置を占めていることが改めて確認される。
以下では、友達付き合いに「とても力を入れている」人と、それ以外の人 (「少
し力を入れている」「あまり力を入れていない」「全 く力を入れていない」)とに
留学生を分割し、2群間の比較分析を行う。前者 (以下では「高社交群」と記す)
は410%、後者 (以下では「低社交群」と記す)は590%と、ほぼ半数ずつの分
布となっている。この2群の留学生は、①友達付き合いや異文化交流に関する価
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値観、②友人の国籍構成、③言語使用状況、④ 3つの国籍カテゴリー (同国出身
者/日本人/他国出身者)の友人との交流の質、においてそれぞれどのような特
徴を有するのだろうか。
2.高社交群と低社交群の比較 (その 1)
一一価値観・友人の国籍構成 0言語使用一一
2.1.友達付き合いや異文化交流についての価値観
まずは、友達付き合いや異文化交流に関する価値観を比較する。表2では、そ
れぞれの価値観について当てはまる度合いをスコア化し(2=とても当てはまる、
1=少し当てはまる、0=あまり。全 く当てはまらない)、 2群のスコア平均値と
t検定の結果を示している。
高社交群においては、「日本人の友達をたくさん作りたい」「外国人 (日本人以
外)の友達をたくさん作 りたい」「気が合えば国籍に関係なく積極的に友達になる」
「友達から異文化について学ぶことが楽しいと感じるJ傾向が有意に強 く、異文
化接触や異文化交流に対して強い関心を持っていることが分かる。それと同時に、
「もともと友達が多い方だJ「友達とは何でも話し合える関係になりたいJと考え
る傾向も低社交群と比べて目立ち、また、逆に「一人で行動するのが好きだ」と
考える度合いが有意に低いことから、友達付き合いへの積極性は、留学生活とい
う特定の文脈のみに限られる一時的なものではなく、各人のパーソナリティに由
来する一貫した姿勢であることもうかがいしれる。
2.2.友人の国籍構成
次に友人の国籍構成を比較してみたい。
アンケートでは、授業以外の場でよく会う友人の人数を国籍別に尋ねている。
①自分と同国出身の友人数と、②日本人の友人数、③日本人以外の外国人 (以下
では「他国出身者」と表記する)の友人数、④これら (①～③)の総和、さらに
は、友人の国籍数 (回答者の出身国も含める)の平均を算出して示したのが表 3
である。
まず明らかなのは、高社交群において友人の合計数が多いということだ。低社
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表2 友達付き合いや異文化交流に関する価値観スコア
高社交群 低社交群 t値
日本人の友達をたくさん作りたし
平均値 1475 1145
3標準偏差 0626 0726
N
外国人 (日本人以外)の友達をたくさ
ん作りたい
平均値 1343 0972
4001*標準偏差 0724 0707
N 102
気が合えば国籍に関係なく積極的に友
達になる
平均値 1824 1604
3281標準偏差 0432 0617
N 102
友達から異文化について学ぶことが楽
しい
平均値 1735 1434
4060*ホ標準偏差 0486 0677
N
もともと友達が多い方だ
平均値 1049 0782
標準偏差 0801
N
多くの人と付き合うより数少ない友達
との付き合いを大切にする方だ
平均値 1245 1217
0289標準偏差 0763 0752
N
友達とは何でも話し合える関係になり
たい
平均値 l 1035
2962**標準偏差 0731 0723
N
一人で行動するのが好きだ
平均値 0944
3469**標準偏差 0665 0812
N
初対面の人と話すのが苦手ア
平均値 0733 0819
-0854標準偏差 0786 0781
N 144
価値観が違う人とはできるだけ距離を
おきたい
平均値 0588
0473標準偏差 0722
N
相手との対立を避けるために自分の気
持ちを言わないことがよくある
平均値 0634 0678
-0513標準偏差 0644 0688
N
日本人とは考え方が違うと感じること
がよくある
平均値 0775 0952
1758標準偏差 0807 0739
N
日本人とは行動の仕方が違うと感じる
ことがよくある
平均値 0922
標準偏差 0713 0706
N
日本に住んでいる間はできるだけ日本
人のように行動しようとしている
平均値 0804 0868
-0677標準偏差 0745 0722
N
**pく001*pく005
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表3 授業以外でよく会う友人の人数と国籍数
交群においては平均して 14.0人であるところが、高社交群においては180人で
ある。ただし、国籍別の友人数の内訳をみてみると、同国出身の友人と日本人の
友人の数には有意な差がない。つまり他国出身の友人数においてのみ、2群に有
意差が生じているのである。他国出身の友人数は高社交群で74人、低社交群で
38人と、約2倍の差がある。
前述のとおり、高社交群は相手の国籍を問わず積極的に友達を作ろうとしてお
り、日本人と交流することにも、他国出身者と交流することにも同等の (あるい
は日本人との交流の方に、より)強い関心を抱いている。他国出身の友人数が低
社交群と比べて多いことは、こういつた価値観が具現化したものとして解釈でき
るのだが、そうであればこそ、日本人の友人数が低社交群と比べて有意に多いわ
けではない現象は注目に値する。
高社交群 低社交群 ti自
同国出身の友人数
平均値
-0868標準偏差
N 144
日本人の友人数
平均値
1 142標準偏差
N
他国出身の友人数
平均値
4170**標準偏差
N
友人数の合計
平均値
2553ネ標準偏差 H5
N
友人の国籍数
平均値
4056ホ*標準偏差
N
*ネpく001*pく005
高社交群 低社交群 t値
母語
平均値
-2662■*標準偏差 274
N
日本語
平均値
-0694標準偏差
N
その他の言語
平均値 259
3620**標準偏差 275 202
N
英語
平均値 279
3386**標準偏差 229
N
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表4 日常生活における各言語の使用比率 (%)
**pく001*p<005
高社交群では、他国出身の友人数が多いことを反映して、友人の国籍の数も多
い。低社交群において平均37ヶ国であるときに、高社交群では52ヶ国である。
国籍という点から見たとき、彼/彼女らはより多様な広が りをもつ交友ネット
ワークの中に生きているということができる。
2.3.言語使用状況
交流する友人の国籍比率が異なると、当然のことながら日頃の言語使用状況も
違ってくる。
表4は、留学生が日常生活の中で、母語 。日本語 。その他の言語および英語を
使用している比率の平均を示している。アンケートでは、母語 。日本語 。その他
の言語 (最大3言語まで)を日頃使用している比率を総和が 100%となるように
ぞれぞれ回答してもらった。英語の使用比率は、英語の母語話者については母語
としての英語の使用比率、非母語話者については、「その他の言語Jとしての英
語の使用比率を抽出した上で平均値を算出した。表から明らかな通 り、2群の間
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表5 -番親しい友人 (国籍カテゴリー別)との間で最もよく使用する言語
に日本語の使用比率における有意差は見られないのであるが、高社交群は低社交
群と比べて、母語使用比率が有意に低 く、その他の言語および英語の使用比率が
有意に高い。
これには、まさしく高社交群が低社交群と比べて他国出身の友人との交流を頻
繁に行っていることが関与していると考えられる。なぜなら、英語は他国出身の
友人とのコミュニケーションに用いられることの最も多い言語の 1つだからであ
る。アンケートでは、日頃交流している友人のうち、一番親しい同国出身の友人、
一番親しい日本人の友人、一番親しい他国出身の友人を挙げてもらい、それぞれ
の友人との間で最もよく使用する言語を尋ねているのだが、一番親しい他国出身
の友人 との間で最 もよく使用される言語は、回答者全体の中では日本語が
473%、英語が429%とほぼ同比率で三分される状況である。とりわけ高社交群
においては、英語使用比率がいっそう高く、534%を占めている (表5)。
高社交群においては、英語運用能力が低社交群と比べて高い傾向も見受けられ
る。表6が示すように、英語を使って「話す」「聴 く」ことに「ほとんど問題ない」5)
と回答した人の割合は、低社交群よりも高社交群において有意に大きい。
高社交群/低社交群の別を問わず、全体的な傾向として日本語よりも英語の運
一番親しい同国出身の友人 一番親しい日本人の友人 一番親しい他国出身の友人
高社交群 低社 交群 χ
2値 高社 交群 低社 交群 χ
2値 高社交群 低社交群 χ
2値
%
母語
6159* 5469
135
8027*
日本語 778
その他 494
合計 1000 1000 1000
N 90
%
英語
0235 8110**英 語 以外 931 809 884
合計 1000 1000 1000 1000
N
**pく001*pく005
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用能力水準が高く、それゆえ留学生同士で交流するときに英語が選びとられやす
いのであろうし、また、そうであればこそ英語運用能力が特に高い高社交群の留
学生は、さまざまな国籍の友人を作るうえでのアドバンテージを持っているのだ
と言 うことができる。先に述べた通 り、高社交群の留学生は異文化間交流への
強い関心から他国出身者と交友関係をもつことに積極的な姿勢を示すが、それを
下支えしているのが高水準の英語運用能力なのである。結果的に、高社交群の
留学生たちは英語によって媒介される交友ネットワークを形成している可能性が
高い。
表6 日本語と英語の運用能力の分布
高社交群 低社交群 χ
2値
?
?
?
?
?
%
ほとんど問題ない 226
0278話題によっては/全体的に難しし 802 774
合 計 1000 1000
N 146
?
?
%
ほとんど問題なヽ
4491*話題によっては/全体的に難しし
合計 1000 1000
N 146
?
?
?
?
%
ほとんど問題なt 529
8619**話題によっては/全体的に難しし 658
合計 1000
N 102
?
?
%
ほとんど問題なし 539
6991ネ話題によっては/全体的に難しい
合計 1000
N
**pく001■pく005
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3.高社交群と低社交群の比較 (その 2)
一一各国籍カテゴリーの友人との交流の質――            ヽ
最後に、友人関係の質の比較分析を試みる。
本調査では、自己開示度と日頃かわす話題から友人関係の質を測定することと
し、一番親しい同国出身の友人、一番親しい日本人の友人、一番親しい他国出身
の友人との関係についてそれぞれ回答してもらった。友人の国籍カテゴリー の違
いによって自己開示度や話題に差が見られるのか否かを高社交群/低社交群別に
検証する。
回答者によっては必ずしも3つ全ての国籍カテゴリー に友人を持つわけではな
い。そこで、厳密な比較を期するために、同国出身の友人と日本人の友人の両方
がいる人、同国出身の友人と他国出身の友人の両方がいる人、および日本人の友
人と他国出身の友人の両方がいる人を抽出し、3通りの国籍カテゴリー ペア内で
の比較を行った 。゛
自己開示度については、「4:どんなことでも心を打ち明けることができるJか
ら「2:話題によっては心を打ち明けられる」「0:楽しく話すが個人的な話はし
ないJまでの5段階に回答をスコア化し、他方、友人との間で共有している話題
については、9項目"(①勉強や大学生活についての話、②生き方や将来につい
ての話、③趣味についての話、④友人や知人についての話、⑤恋愛や恋人につい
ての話、⑥家族についての話、⑦自分の国の文化や人についての話、③日本の文
化や日本人についての話、⑨国際的な社会情勢や社会問題についての話)をそれ
ぞれ「2=よく話をする」「1=ときどき話をするJ「0=あまり。全く話をしない」
という方法でスコア化し、スコア平均値をt検定により比較した。
3.1.自己開示度
自己開示度スコアの平均値を高社交群/低社交群別、各国籍ペア別に示すと
表7のようになる。高社交群と低社交群のどちらにおいても、同国出身の友人に
対する自己開示度スコアが他の国籍カテゴリー の友人に対するよりも有意に高い
ことがまず分かる。留学生にとって、周囲に同国出身の友人がいる場合は、その
人物が最も深く心を打ち明けられる相手になりやすいのである。また、日本人の
日本語 。日本文化 第39号(2013)
表7 自己開示度
友人に対する自己開示度スコアが3つの国籍カテゴリー の中で最も低い点も、2
群に共通している。
2群で異なっているのは、他国出身の友人の位置づけである。ペア②の分析結
果を見てみると、高社交群においても低社交群においても、同国出身の友人との
自己開示度が他国出身の友人とのそれよりも有意に高いものの、その差は高社交
群においてより小さくなっている。さらに、ペア③の分析結果を見てみると、高
社交群においては、他国出身の友人との間の自己開示度が日本人の友人との間の
それよりも有意に高いのだが、低社交群の場合、他国出身の友人との間の自己開
示度は日本人の友人との間のそれと有意差がなく、同程度に低い。つまり、自己
開示度に着目すると、低社交群の留学生においては同国出身の友人と、それ以外
の国籍カテゴリー の友人との間にはっきりとした境界線が引かれ、同国出身者の
スコアが抜きんでて高いのに対して、高社交群の留学生においては、他国出身の
友人と日本人の友人との間にも段差が見られ、前者が友人としてより重要な位置
つけにあるのである。
3.2.共有する話題
高社交群と低社交群の間に見られる他国出身の友人の位置づけの違いは、話題
の分析を行うと、いちだんと明確になる。
高社交群 低社交群
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
平均値
?
?
?
? 平均 値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
?
同国人 3122 3044095830190936
日本人
他国人 22831 128 1 117
N
t値 5048ホネ 2031* -3867■ 7258*ホ 6051* -0983
**pく001*pく005
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まず高社交群においては、他国出身の友人とも同国出身の友人と同程度によく
話す話題が多いことが目立つ。勉強や大学生活についての話、生き方や将来につ
いての話、趣味についての話、恋愛や恋人についての話、自分の国の文化や人に
ついての話、日本の文化や日本人についての話がそうである。この中で、自分の
国の文化や人についての話と日本の文化や日本人についての話は同国人一他国人
間のみならず、同国人一日本人間でも有意差がなく同程度に話しているのである
が、それ以外の4つの話題については、日本人の友人と話をする程度のみが有意
表81 話題スコアー勉強や大学生活について
高社交群 低社交群
①同国人と
日本 人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値 標準偏差 平均値
?
?
?
? 平均値 標準偏差
同国人 1684 16890572 0655
日本人 12040696 0732
他国人 0576 0665
N
t値 6905** 0163 5765** 4300*ホ 0440 -3428奉
**pく001*pく005
表8-2 話題スコアー生き方や将来について
高社交群 低社交群
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平 均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
?
同国人 14470719
日本人 0987 07510876 0896
他国人 0679 09720762
N 113
t値 4610*■ -21781 5539** 4904** -0988
**pく001+pく005
表83 話題スコアー趣味について
高社交群 低社交群
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
?
同国人 1377074414000735 0720 0740
日本 人 0768 0739
他国人 14130699 0685 10470735 0735
N
t値 2581ホ -0132 -3275■* 4398** 4219*ネ 0403
*ネp<o ol*pく005
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に低い。
友人・知人についての話と国際的な社会情勢や社会問題についての話は、3つ
の国籍カテゴリー 間すべてに有意差が見られ、最もよく話すのは同国出身の友人、
それに次ぐのが他国出身の友人である。ここでもやはり日本人の友人と話をする
ごとが最も少ない。
家族についての話は唯一異なった様相を見せている。同国出身の友人と話をす
ることが際立って多く、他国出身の友人との間でこの話題を共有する傾向は日本
表84 話題スコアー友人や知人について
高社交群 低社交群
①同国人と
日本 人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
平均値
?
?
?
? 平均値 標準偏差 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均 値
?
?
?
?
同国人 06851627 0670 0716
日本 人 0768 090807720894 09340784
他国人 0779 0906079909340796
N 106
t値 6883** 3665+■ -4020*■ 6871ホ 6344*率 0000
**pく001*pく005
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人の友人が相手である場合と同程度に乏しいのである。家族関係の機微を互いに
理解しあうためには、家族を取 り巻く社会的文化的条件を知悉する相手とでなけ
れば困難を伴いやすいということであろう。
一方、低社交群では同国出身の友人とのみよく話す話題が多いことが特徴的で
ある。生き方や将来についての話、趣味についての話、友人や知人についての話、
恋愛や恋人についての話、家族についての話、国際的な社会情勢や社会問題につ
いての話、といった6項目がこれに該当する。これらの項目においては、いずれ
表85 話題スコアー恋愛や恋人について
高社交群 低社交群
①同国人と
日本 人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
平均値 標準偏差 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
?
同国人 l H70903 0905 079510470797
日本人 06750785 06708130487
他国人 0973083810000816 0660803
N
t値 3753** -2983■* 6947** -1 196
**pく001*pく005
表8-6 話題スコアー家族について
高社交群 低社交群
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
?
同国人 077612130793 07909620792
日本人 05710677 05220683
他国人 074707730761 0462069204620692
N 77
t値 6818** 4195** -1777 5359*ホ
**pく001*pく005
表8-7 話題スコアー自分の国の文化や人について
高社交群 低社交群
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値 標準偏差 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
?
同国人 1 0864 0853 0882
日本 人 0723 1223 0737
他国人 1299 0665 0675
N 104
t値 1385 -0649 2446■ -0511 3117
**pく001*pく005
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も同国出身者一日本人間、同国出身者―他国出身者間で有意差が見られ、その一
方で、日本人一他国出身者間では有意差は見られない。自己開示度に見られた傾
向と同じである。すなわち、多岐にわたった話題を共有する相手として、同国出
身の友人には他の国籍カテゴリー (日本人、他国出身者)の友人よりも明らかに
大きな比重が置かれているのであり、また、他国出身の友人に対してさほど重き
が置かれていない点でも高社交群とは対照的である。
勉強や大学生活の話題については低社交群においても高社交群と同様の傾向が
表8-8 話題スコアー日本の文化や日本人について
高社交群 低社交群
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
①同国人と
日本 人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
?
同国人 15390662 0667 13270749
日本 人 0732 0737 0637
他国人 0716 0710 12550705
N 113
t値 1587 -0506 -0328 1
**pく001*pく005
在日外国人留学生の社交性と交友ネットワーク (貫田 ウリガ)
見られる。同国出身者―他国出身者の間ではぼ同程度に話をしており、日本人の
友人と話す度合いのみが有意に低い。これは、機能モデルに基づく従来の先行研
究が、学業に関するサポート提供者としてホスト国の友人が最も重要な役割を果
たしていると結論づけたのとはいささか異なる結果である。先行研究がサポート
の提供者を問うたのに対して、本調査では話題の共有者を尋ねたという相違点が
あることをもちろん考慮に入れなければならないものの、それでもなお、この話
題について日本人のみが話し相手になりにくい実態は注目されてよいだろう。相
手が同国出身の友人であれ他国出身の友人であれ、留学生としての立場を同じく
していれば、日本の大学での勉強や学生生活に関して共通の印象や悩みなどを抱
きやすく、話題にのぼりやすいということであろうか。
低社交群においては、自分の国の文化や人について日本人の友人との間で最も
よく話しているという結果も出ている。これまで分析してきたとおり、留学生に
とって日本人は3つの国籍カテゴリー の中で最も打ち解けにくいのであるが、そ
の日本人が相手であっても話しやすい唯一の話題が自国の文化なのである。
これに関しては幾通 りかの解釈が可能であろう。1つには、それが日本人から
求められているのではないか、ということである。留学生は異文化に関わる情報
の提供者としての役害1遂行を日本人の友人から期待されていて、それに応じる形
で自分の国の文化について語っているのかもしれない。あるいは各国固有の文化
表8-9 話題スコアー国際的な社会情勢や社会問題について
高社交群 低社交群
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
①同国人と
日本人
②同国人と
他国人
③日本人と
他国人
平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
? 平均値
?
?
?
?
同国人 084909860852 0848077408480794
日本人 0500 0547 0509
他 国人 0850826 0657 06570757
N
t値 5090*ホ 1538*■ -3268ネ 4253 2524* -1909
**pく001*pく005
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は相手との親密度を問わずに容易に持ち出せる、いわば当たりさわりのない話題
だから、という解釈もできよう。自分の国の文化や人については高社交群におい
ても日本人の友人と比較的よく (同国出身・他国出身の友人と同等に)話されて
いることや、さらに、日本の文化や日本人についての話が高社交群/低社交群の
双方において友人の国籍カテゴリー の違いを間わず話題にのぼりやすいことも、
ここで改めて参照されたい。もちろん回答者が想定した「文化Jが具体的にいか
なるものであるのかはさらに掘 り下げて検討していく必要があるが、少なくとも
「文化」だけを語ることは友人としての交流の初段階に見られがちな傾向なので
あり、話題が「文化」にとどまる限り、交流が深化しないことを示唆してはいな
いだろうか。
以上をまとめると、概ね次のような傾向を指摘できる。まずは、高社交群/低
社交群の相違を問わず、ほとんどの話題について、もしも同国出身の友人が身近
にいる場合は、その人物が重要な話し相手に最もなりやすいということである。
とりわけ友人や知人、家族、国際的な社会情勢や社会問題に関することは、高社
交群/低社交群のどちらにおいても明らかに他の国籍カテゴリー の友人よりも同
国出身の友人との間でよく話される話題である。第2に、それとは反対に、日本
人の友人がほとんどの話題について留学生の話し相手に最もなりにくいことも、
2群に共通して見られる傾向である。そして第3に、他国出身の友人の位置づけ
が高社交群/低社交群間で異なっている。高社交群においては、同国出身の友人
に次いで他国出身の友人との間で話題にのぼる事柄の種類が豊富であり、同国出
身の友人とほぼ同程度によく話される話題も少なくないのだが、低社交群におい
ては、他国出身の友人とはたいていの話題について同国出身の友人ほどには話を
していない。
おそらく、友達付き合いにさほど力を入れていない低社交群の留学生は、親密
な友人が一人でも確保されている場合、その特定の友人との間で様々な話題を共
有したり、様々なサポートの授受をも行ったりし、友人に対して求めるニーズが
そb人物によってほぼ充足されるため、それ以上積極的には交友ネットワークを
広げようとしないのだろう。そして文化的バックグラウンドが類似し、母語で対
話できることの多い同国出身者とは親しくなりやすいため、結果的に同国出身者
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に偏重した人間関係を形成することになるのである。
高社交群の留学生にとっても同国出身の友人が身近にいる場合にはその人物が
最も親密な相手になりやすいのであるが、異文化交流への強い関心と意欲をもつ
がゆえに国籍の異なる友人を積極的に作ろうとする。そして国籍や文化的バック
グラウンドが異なるその友人とも、同国出身の友人に比肩しうるような親密な関
係性を築いてゆくのである。
おわりに
今回の分析によって明らかになったことを整理しておこう。
留学生たちは概ね友達付き合いに熱心な傾向があるのだが、その中でも特に強
い意欲をもっている層が存在する。そういった高社交群の留学生たちは、留学以
前からもともと社交的なパーソナリティをもつ人物である傾向が強いと同時に、
異文化交流に対する熱意も強く抱いており、外国人 (日本人、他国出身者)の友
人を多く作りたいと考えている。実際に、彼/彼女らはさまざまな国籍に開かれ
た数多くの友人とのつながりを形成しながら留学生活を送っているのだが、とり
わけ目立つのは他国出身の友人におかれる比重の大きさである。他国出身の友人
の数が多いばかりでなく、交流の質においても同国出身の友人に匹敵するほどの
親密な関係を形成しているのが特徴的である。
一方で、留学生活の中で、友達付き合いに置 く比重が相対的に見てそれほど大
きくない低社交群の留学生の場合は、量的にも質的にも対照的な交友ネットワー
クを形成している。彼/彼女らの間では、異文化交流に対する関心が比較的低く、
交流する友人の国籍における多様性が比較的乏しい傾向が見受けられる。同国出
身者に偏重した交友ネットワークの中に生きているのである。
これら2群の比較を通じて、留学生の交友ネットワークの構成のされ方は決し
て一様ではなく、多国籍型と同国偏重型という少なくとも2つの類型が存在する
ことが浮き彫 りになった。それと同時に、友達付き合いに対する熱心さという主
観的な要因が、留学生の交友ネットワークを分析する上で有効な説明変数である
ことも確認された。
また、留学生の交友ネットワークについて、機能モデルが示すのとは幾分か異
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なる実態を見出すこともできた。機能モデルによれば、留学生の友人は出身地に
よって機能分化しているということなのであるが、本調査データから垣間見えた
のは、出身地の異なる複数の友人が別々の機能を受け持っているというよりは、
むしろ特定の親しい友人が多重的な機能を担っている様子であった 。゛高社交群
においても低社交群においても、同国出身の親しい友人がいる場合は、その人物
が深 く心を開示できる相手に最もなりやす く、多種多様な話題を共有している。
高社交群の留学生の場合は、それに加えて他国出身者の中にも同国出身者に勝る
とも劣らない親しさで結ばれた友人を作り、その人物とも多様な話題を共有して
いる。留学生の友人関係を類型化するにあたっては、友人が果たす機能の種類を
基準にして、それぞれの機能と友人の国籍カテゴリー とを一対一で対応させる方
法ではなく、多重的機能をもつ親密な関係性を同国出身者との間に偏重して築 く
か、他国出身者との間にも同等に築くか、という違いを基準とする方法も可能で
あり、かつ妥当でもあるのではないだろうか。
最後に、留学生と日本人との交流について明らかになった点もいくつか指摘し
ておこう。
多くの留学生は日本人の友人を作 りたいと望んでおり、この傾向は高社交群に
おいて特に顕著に見ることができた。ただ、実際に日本人との交流をどの程度行っ
ているかというと、その親密度 (自己開示度やさまざまな話題での対話頻度)は、
高社交群も低社交群も同等に低い。同国出身者や他国出身者と比べたときに、日
本人は留学生たちの交友関係の中で最も比重の置かれにくいカテゴリー なので
あった。
留学生と日本人の間に交友関係が築かれにくい原因の中には、日本における留
学生一ホスト関係に特有のものと、他の社会における留学生―ホスト関係にも共
通するものがあるだろう"。
前者に関して、本稿での分析から示唆されることを 1つ挙げるとすれば、言語
的な要因である。日本人との交流に対してより強い意欲を抱 く高社交群の留学生
は、潜在的には日本人と交友関係を結びやすい層であるといえる。ただ、そういっ
た留学生たちには、英語を媒介とする多国籍的・多文化的な交友ネットワークを
形成する傾向が見られるのである。もしもそのような交友ネットワークの中に日
在日外国人留学生の社交性と交友ネットワーク (貫田 ウリガ)
本人が参入するとなれば、英会話能力にある程度は長けていることが必要条件と
なり、そこでふるい落とされる日本人が少なからず存在するのではないだろうか。
従来の先行研究では留学生側が日本人の集団に適応する (あるいは留学生を日
本人の集団に適応させる)方向性にもっばら関心が注がれ、その際に留学生が直
面する困難に議論が集中しがちであった。しかしこれとは逆に、留学生たちが織
りなす多国籍的 。多文化的交友ネットワークにいかにして日本人が参入するかと
いう逆方向のアプローチも、今後留学生と日本人の交流を活性化させるためには
不可欠だと考える。
註
1)代表的な研究に横田 (1991a)、横田 (1991b)、田中 (1995)、新倉 (2000)など。
2)FШttam&Alibhai(1985)は、「同国」カテゴリー の中に、回答者の出身国だけで
なく、同言語国も含めている。
3)Boclulcr ct al(1977)はハワイ大学の留学生を、そしてBoclmcr ct al(1985)はオッ
クスフォー ド大学の留学生を対象にしている。
4)坪井 (1991)は、同様の調査を日本人学生に対しても行っている。留学生が学業
や研究に力を注ぐのに対して、日本人学生が最も関心を持っているのは趣味や娯
楽であり、こういった関心の対象の相違が両者の交流を阻害しているのではない
か、という指摘がなされている。
5)アンケートでは、各言語の4技能 (話す/聴く/書く/読む)について、「ほとん
ど問題ないJ「話題によっては難しい」「全体的に難しいJ「全体的にとても難しい」
という4件法による質問をした。
6)この他に3つの国籍カテゴリー 間での比較を行う方法もあったのだが、3つ全て
の国籍カテゴリー に友人をもつ留学生のみを分析対象とすると欠損値が増えるた
め、ここでは3通りのペアごとの比較分析を行う方法を選択した。
7)アンケートでは「相手の国の文化や人について」も質問した。ただしこれは他国
出身の友人についてのみ回答する形式にしており、ここでは同国出身の友人と日
本人の友人および他国出身の友人との間で話題にされる程度を比較することが目
的であるため、分析対象から外した。
8)工藤 (2003)は、在豪日本留学生を対象にしたインタビュー調査結果を踏まえ、
「親しい友人関係は、自他の文化的差異に関わりなく多重的機能を持つことを視野
に入れること」を機能モデルの修正案として提示している。
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9)オックスフォー ド大学の留学生においても、ホスト国の学生との交流が最も進ん
でいなかったことが報告されている (Bochner et J 1985)。
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Sociability and Friendship Networks
of lnternational Students in Japan
――Analysis of Questionnaire Survey Data oflnternational
Students of Osaka University and Kyoto University
Yuko NUKITA/Wuriga
The aim ofthis study is to nnd the featllrcs of fricndship nctworks ofintema―
tional students in Japano We analyzed thc qucstionnaire suⅣey data 254 interna―
tional students ofOsaka University and Kyoto University answcrcd.
Most students attach importance to relationships with thcir friends But some
arc much morc cager in IIIlaking ndcnds than othcrs.We divided the students into
椰√o groups by their socittility(``higher―soc ability¨group"and“lower‐sociability―
group'')and COmpared them.
“Higher―sociability―group"students are more interested in cross‐cultural com―
munication and have many fricnds from forcign count五es(exCept Japanese)in
contrast to``lowcrsociability―g oup"students who tend to place much weight on
thc relationships with co―national friends Because in many cases it is ncccssary
to spcak English when they talk with friends fronl foreign count●cs,thc fonne
group studcnts usc English rnorc oftcn and have better ability in speaking English
than thc lattc■
In prcvious studics,it、vas cmphasizcd thatthere arc differences in functions of
friendships depending on the countHes(or arcas)whiCh thCir friends are from.But
we could nnd such tendencies to little extent.They talk about vario,s kinds of
topics and share many interests with specinC Close friends.Thc difference be―
h″ecn theいvo groups is whether they make such close relationships rcgardless
of friends'nationality or only in co―nati nal neいⅣork.
